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歴史的な文脈を踏まえた上で、現行の歌舞伎にとらわれず、
新たな切り口から歌舞伎演目を上演する木ノ下歌舞伎。
今回、春秋座で上演する『東海道四谷怪談─通し上演─』
は、木ノ下歌舞伎旗揚げ公演前のプレ公演として、当時
京都造形芸術大学の学生だった主宰の木ノ下裕一さんと
演出の杉原邦生さんが上演した演目*です。 

結成から10年目。まさに木ノ下歌舞伎生みの作品を持っ
て古巣に戻ってくる 2人は今、どのような気持ちなの
でしょうか。お話を伺いました。　
*2006年に旗揚げ公演として『yotsuya-kaidan』＝『東海道四谷怪談』
より三幕目（俗に髪梳きの場）を上演。

木ノ下歌舞伎『東海道四谷怪談─通し上演─』

◉公演情報の詳細はスケジュール一覧〈P.10〉をご覧ください。

2017年5月21日（日）11:00
会場：春秋座
作：鶴屋南北
監修・補綴：木ノ下裕一
演出：杉原邦生
出演：亀島一徳　黒岩三佳　箱田暁史
土居志央梨　田中佑弥
島田曜蔵　中川晴樹　小沢道成　緑川史絵
西田夏奈子　松田弘子　岡野康弘　森田真和
後藤剛範　荻野祐輔　緒方壮哉　鈴木正也 
猪股俊明　小田 豊　蘭 妖子

『東海道四谷怪談―通し上演─』2013 年初演時舞台写真　撮影：田中亜紀
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すべては四谷怪談から始まった！
木ノ下歌舞伎の原点にして最新形
埃立ちこめる世界で、あぶれ者たちの“生”がいま蠢めき出す

木ノ下歌舞伎を 10年間やってきて

杉　原　自分で言うのもなんですが、
木ノ下歌舞伎って日本の古典を見直
すきっかけをくれる、すごく貴重な
存在だと思うんです。あの本を読み
返してみようかな、歌舞伎や文楽を
また観に行こうかなと思える。
それは自分の国の芸術を、大きく言
うと自分が日本人であることを再認
識するというか。「日本の古典って
意外と興奮するわ！」「あー、和楽
器カッコイイ！」って気づかせてく
れる団体だと思うんです。
木ノ下　うれしいなー。でも、旗揚
げの時から、今のような形を考えて
いたわけではないんですよ。元々は、
「自分が観たい歌舞伎新演出の舞台
を作りたい」という欲望だけでした
もん。それは今でも変わらなくて、
自分が観たい舞台を作っていますし、
毎回、出来上がった舞台を観て、そ
う思えます。
ただ当時、唯一、決まっていたのは
既存の歌舞伎台本を上演するって
こと。だから木ノ下歌舞伎にとっ
て邦生さんの存在は大きいんです
よ。2010年に『勧進帳』をやった時、
初めて木ノ下歌舞伎のルールに、「歌
舞伎の言葉を現代口語に崩す」と「完
コピ（俳優が歌舞伎版の映像を見て、
そのせりふ回しや所作などの演技様
式を完全コピーするという稽古方
法）をする」の 2つが入ったんです。
それまで僕は「歌舞伎の言葉を完全

に残す派」で、その上で「現代劇の
演技体でやる派」だったんです。で
すが、そうすると結構マニアックな
作品になりがちで……、それだけ
やっていても広がっていかない。広
げるためには、現代のお客さんに
とってわかり良い口語訳のセリフも、
歌舞伎の演技体を批評的に取り込む
ことも必要と、邦生さんに教えても
らったと思っています。そこから、
かなり古典を見直すような、
杉　原　批評性とエンターテイメン
ト性を兼ね備えた上で、ただアカデ
ミックでもなく、ただ楽しく面白く
というわけでもなく、
木ノ下　「古典へ誘える団体になっ
ていくのだ！」という、今のような
スタイルになってきたわけです。

そもそもの四谷怪談
木ノ下　木ノ下歌舞伎を立ち上げる
前に、試演会的なリーディング公演
をしようと思って、邦生さんに演出
のお願いに行ったんですよ。そした
ら「“ 四谷怪談 ” ならしたいけれど
ね」って、ぽそっと言うんですね。
それで改めて演目を読んだり調べた
りしてみて、「あ、これはいけるか
も！」って思ったんですよ。
杉　原　どの辺で思ったの？
木ノ下　打算的な理由（笑）。まず“四
谷怪談 ”は歌舞伎俳優が一番読みづ
らいセリフっていわれているんです
が、セリフが現代語に近くて「なる
ほど、確かにな」って思ったんです。

でも、だったら歌舞伎の演技体を
持っていない現代劇の俳優でもいけ
るかもなとか、歌舞伎にかぎらず現
代演劇でも何度も上演されているの
で演出の参照例も多い、とかですね。
杉　原　僕は蜷川幸雄さん演出の
『四谷怪談』（2002年）をシアター
コクーンで観たことがあって。これ
が当時の僕には衝撃的だった。人力
で動く回り舞台の上で、江戸時代の
民衆が東京スカパラダイスオーケス
トラの音楽に乗って踊ってるってい
うオープニングで。「かっこいいー！　
俺もいつかこういうのをやる！」っ
て。ある作品と運命的な出会いをし
た時「いつかやろう」とか「いつか
やりたいな」って思うんじゃなくて、
「いつか絶対にやる！」って直感的
に思うんだよね。確信みたいな。『四
谷怪談』もそう思った作品の 1つ
だった。だから、言われた時、真っ
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先に浮かんできたんだよね。
その頃、僕は演出を始めて 3年目で、
大学内とかその周辺の演劇界では前
衛的なパフォーマンス系の作品が流
行っていて。僕もその流れにのっ
かってそういうことをやっていたん
だけど、その限界を感じていた。こ
れだと広がっていかないな～って。
木ノ下　なるほどね。
杉　原　そんな思いを抱えていた大
学院 1回生の時（2005年）、ラスベ
ガスに行ける機会があって、現地で
シルク・ドゥ・ソレイユのショー
を観た時、「これだ！」って思った。
表現は前衛的なのにサービス精神が
あふれていて、お客さんも毎ステー
ジ 2000人とか来るわけよ。自分で
も観ていて、興奮するし、感動する
し。エンターテイメントってこうい
うことだなって思った。ハッと目が
覚めた感じ。その体験を経て作った
初めての作品が『yotsuya-kaidan』
（2006年）で、木ノ下歌舞伎って、
そういうことができるかもしれな
いっていう手ごたえがあった。
それに日本の古典作品を現代演劇化
することの面白さと可能性、同時に
木ノ下歌舞伎が目指していることの
面白さと可能性を感じたんだよね。
だから『yotsuya-kaidan』の公演
が終わった瞬間に「僕も入れて！」っ
てお願いして、メンバーに入れても

らったのです。
木ノ下　あれは、僕にとって初めて
の作品だったから、邦生さんに迷惑
をたくさんおかけしちゃったな…と
思っていたら、スタッフが来て「邦
生さんが入りたいって言うんです
けれど」って言うんですよ（笑）。も
う「え！マジでー」って。それで
「えー入ってもらおー、入ってもら
おー！」って。
でも、本当に面白かったんですよ。
自分のイメージしている “ 四谷怪
談 ”とは全く違ったけれど、それが、
爽快だったんですよね。よく壊して
くれるな、って。

今回の『東海道四谷怪談─通し上
演─』は？
杉　原　5幕 11場という長大作の
幕をひとつもカットすることなく、
6時間に凝縮して全編みせるという
ことは 2013年の初演と変わらない
ですね。ストーリーを知っている人
も「あ、こういう話だったんだ」と
発見があると思うし、もちろん知ら
なくても絶対に楽しめると思います。
木ノ下　通し上演の初演の年って、
東日本大震災の二年後で、しかも政
権交代が行われた衆議院選もあった
りして。世の中全体が、議論するこ
とを避けて、善悪の感覚だけで動い
ていくような感じがあったんです。
原発事故が起こったから原発反対！
民主党がダメなら自民党！みたいな
……その極端さってすごく危険だな
と思っていました。
だから “四谷怪談 ”が作りやすかっ
た気がします。
杉　原　分かる、分かる。単純に体
制や世の中の流れに対するアンチっ
ていう構造が見せやすかった。でも
今の方が、もっと “四谷怪談 ”の世
界に近いよね。絶対と思っていたも
のが絶対ではなくなったり、明日の
ことすら分からなかったり、いろん
なことに対して指針の無さを感じる。

だから観ていて、もっとヒリヒリす
るんじゃないかなと。
木ノ下　初演でもそうでしたが、今
回はさらに主役級の登場人物だけで
なく、登場人物全員が悲しく見えて
くる作品になると思います。
何が「悪い」ことで、何が「良い」
ことかは原作の中では定義されてい
なくて、その時この人はそれが正義
だと思っていたけれど、こっちから
見ると違っている。という、良い、
悪いの判断基準が置かれた環境で変
わっていく。例えば単に伊右衛門
に「悪い奴」とレッテルを貼れない。
原作はけっして勧善懲悪ではないん
です。それを丁寧に拾おうと思います。
それに最近、邦生さんの作風が、そ
れぞれの個性や置かれている状態、
環境によって異なる「人の心の痛み」
みたいなものを繊細かつ濃密に描い
ておられるなと感じていて。その辺
が今回、さらに表現されるのではな
いかなと思っているんですよ。
杉　原　あとね、昨年は『勧進帳』
を春秋座でも上演したけど、あの作
品で「あ、これは出来たな」と思え
たのは、描かれている時代も設定も
昔の話だけれど、観ている側が「あ、
現代の話かもしれない」って、時代
を行き来できる幅の広さ。その自由
度をグッと上げられた感じがした。
無理やり引き寄せたり離したりする
わけではなく、お客さんが自由に時
代を回遊しながら観られる感じがで
きたんじゃないかなと思うんだよね。
木ノ下　それが今回の通し上演でも
できたら面白いですよね。
杉　原　それしたい！　そういう観
客側の感覚について、もっと突っ込
んで作っていきたいね。
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あらすじ
元禄時代に起きたとされる事件を基
に創作された、歌舞伎でもお馴染み
の怪談話。
隆盛の高野家に刃向かったことで、
お家断絶となっていた塩治家。塩治
家の浪人である民谷伊右衛門は、素
行の悪さゆえ、妻・お岩を実家に引
き取られてしまっている。策を講じ
て、お岩を取り返すことに成功する
も、子を産んだお岩は産後の肥立ち
が悪く苦しんでいた。一方、隣家に
住む高野家家臣・伊藤喜兵衛の孫・
お梅が伊右衛門を慕っており、孫娘
の想いを遂げさせたい喜兵衛は、親
切に見せかけて、お岩に毒薬を渡す。
薬を飲むと、みるみるお岩の面相が
醜く変わり、高野家への仕官の誘い
もかかっていた伊右衛門は、お岩を
捨てようとするのであった。それを
知ったお岩が恨みを残して死んでい
く「元の伊右衛門浪宅の場」は有名だ。
『仮名手本忠臣蔵』の世界を背景に、
市井の人々が生き抜く姿を虚実織り
交ぜながら描いた鶴屋南北の代表作。

木ノ下裕一　Kinoshita Yuichi
木ノ下歌舞伎主宰　

1985年生まれ。京都造形芸術大学
（映像・舞台芸術学科）で現代の舞
台芸術を学び、2006年に木ノ下歌
舞伎を旗揚げ。作品の補綴・監修と
いう立場をとりつつ、様々な演出家
とタッグを組みながら創作するスタ
イルをとっている。2015年に再演
した『三人吉三』にて読売演劇大賞
2015年上半期作品賞にノミネート
される。2016年に上演した『勧進帳』
の成果に対して、平成 28年度文化
庁芸術祭新人賞受賞。
平成29年度京都市芸術文化特別奨
励者に認定。その他古典芸能に関する
執筆、講座など多岐にわたって活動中。

杉原邦生　Sugihara Kunio
木ノ下歌舞伎企画員／ KUNIO主宰

演出家、舞台美術家。1982年生まれ。
京都造形芸術大学映像・舞台芸術学
科第２期卒業生。在籍中より、演
出・舞台美術を中心に活動。2004

年、自身が様々な作品を演出する場
として、プロデュース公演カンパ
ニー “KUNIO” を創設。木ノ下歌舞
伎での演出作品として『三番叟』『黒
塚』『三人吉三』『勧進帳』など 9作。
また、平成二十八年 歌舞伎座八月
納涼歌舞伎『東海道中膝栗毛』（演出：
市川猿之助）で構成を務めるなど活
動の幅を広げている。

木ノ下歌舞伎『東海道四谷怪談─通し上演─』

「木ノ下歌舞伎」これまでの主な上演作品
◉京都×横浜プロジェクト 2012
　義経千本桜
◎黒塚
◉木ノ下歌舞伎ミュージアム
　“SAMBASO”
　～バババっとわかる三番叟～
◎東海道四谷怪談─通し上演─
◉三人吉三
◎心中天の網島
◎義経千本桜─渡海屋・大物浦─
◉勧進帳
◎隅田川
◎娘道成寺
◉印は春秋座でも上演された作品

yotsuya-kaidan［2006］

四・谷・怪・談［2006］

勧進帳［2016］『義経千本桜』より「四の切」の場面［2012］

木ノ下歌舞伎ミュージアム”SAMBASO”～バババっとわかる三番叟～［2013］

三人吉三［2014］

撮影：相模友士郎

撮影：中山佐代

撮影：井上嘉和撮影：清水俊洋

撮影：清水俊洋

撮影：清水俊洋

『東海道四谷怪談―通し上演─』2013 年初演時舞台写真　撮影：田中亜紀
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　おもむろにテレビをつけて、相撲
を眺める。ということを繰り返して
いたら、仕切りの動作を見てどっち
が勝つか、取り組みを見てどの力士
が強くなっていくか、という予想が
どんどん当たるようになったので、
ますますじっくり相撲を眺めながら、
各力士のトレーニング方法を考え、
どんな振付をしようかなとイメージ
する始末。そんな 10 年の歳月を過
ごし、積み重なる思いや想像力を周
囲の人にポツリポツリともらしてい
ると、昨年は相撲を題材にした創作
機会が、ふたつあった。
　ひとつは相撲を題材にしたコメ
ディの演出、ふたつめは土俵入りを
題材にした振付だった。そのことを
振り返りながら、演じること、舞う
ことに相撲をかけあわせる。という
のは改めて考えてみたらなんら違和
感がない、と気づく。演じる相撲で
コメディといえば大相撲巡業などで
行われる初

しょっきり

切があるし、土俵入りや
弓取り式といった取組み前後の儀式
は舞踊的だといえる。そして全国各
地には相撲を題材にした祭りごとが

多く点在している。
　その中で夏に埼玉市岩槻区で行わ
れる神事、子供達だけで実演される
「古式土俵入り」の練習を見学させ
てもらった。相撲を取らずに、土俵
入りだけを行うこの神事は複数の掛
け声と身振りによって構成され、四
股を踏む前に両手をくるくる回した
り、片足でケンケンと移動したりと
大小の様々な魅力的な動きが詰まり、
ついつい見ているだけで胸が踊り顔
がほころぶ。
　こういった神事や芸能を通して、
今も昔も相撲に魅了された人々がた
くさんいたのだと想像しながら今の
相撲に思いをはせる。
　番付があがると、顔つきと身体が
面白いほどに変化する。土俵に上が
り集中していく様子や力士ごとに異
なるニュアンスを魅せる身振り。行
司の軽やかな足のステップに、呼出
しの小回りの効いた手首のスナップ。
東西南北の配置、色彩、中央にて裸
で勝負に挑む男の勇ましさとかっこ
よさ、奏でる、演じる、舞う、戦う、
清める、祈る、捧げる。相撲の要素

を題材にすれば、なんでも作れる気
がしてくる。

きたまり
ダンスアーティスト

2006 年京都造形芸術大学　映像・舞
台芸術学科卒業。ダンスカンパニー
KIKIKIKIKIKI主宰。 13年よりダンスシー
ンの活性化と舞台芸術の可能性の広が
りを目指し「Dance Fanfare Kyoto」を
立ち上げる。2017 年 8 月までアトリエ
劇研アソシエイトアーティスト。現在、
マーラー全交響曲で踊るダンスシリー
ズを展開中。好角家。
※ P.11「日本芸能史」も併せてご覧下さい。

相撲とダンス

読売演劇大賞選考委員特別賞
第 24回読売演劇大賞において、京都造形芸術大学 舞台
芸術学科の客員教授を勤める三浦基さんが選考委員特別
賞を、また主宰する劇団・地点の作品『ヘッダ・ガブラー』
が優秀作品賞をダブル受賞しました。
三浦基さんは、舞台芸術研究センターが拠点となって進
めている『舞台芸術の創造・受容のための領域横断的・
実践的研究拠点』事業の平成 27年度公募研究プロジェ
クト「マヤコフスキー研究」の研究代表者でもあります。

平成 28年度（第71回）文化庁芸術祭賞
優れた芸術活動を表彰する平成 28年度（第 71回）文
化庁芸術祭賞において、京都造形芸術大学 舞台芸術学
科卒業生の木ノ下裕一さん（大学院　芸術研究科博士課
程修了）と、きたまりさん（映像・舞台芸術学科卒業）
のお二人が選ばれました。
木ノ下さんは、木ノ下歌舞伎『勧進帳』にて演劇部門新
人賞を、きたまりさんは KIKIKIKIKIKIの新作公演「夜
の歌」Aプログラムで舞踊部門新人賞を受賞しました。

CLIP 舞台芸術研究センター周辺で起こる、ホットな話題をお伝えします。

Photo：Yujiro Sagami



ホワイエ─公演にまつわるエッセイ

7ホワイエ

　鼓童公演「若い夏」が初演された
のは昨年の浅草。坂東玉三郎さんが
芸術監督に就任して以来初めてメン
バーが演出を手掛けたという意味で、
「若い夏」は今後への試金石と言え
る公演。坂東玉三郎さんの薫陶を受
けたメンバーが何を観せてくれるの
かという観客の期待感と、試される
演奏者達の緊張感が会場を満たして
いた事が記憶に新しい。一年の時を
経てこの公演がどう熟成しているの
か今から待ち遠しい。
　組太鼓がこの世に生まれて凡そ
60 年。鼓童は常にその先頭に立ち、
道を切り拓いてきた。彼らがいなけ
れば太鼓は今のようには存在してい
ないという意味では、彼らが舞台芸
能としての太鼓を規定してきた。草
創期のほとばしるエネルギーと革新
性は時代の気分と相まって多くの
人々を魅了し、太鼓は世界に広がっ
ていった。余談になるが、今や海外
にも数百の太鼓グループが活動し、
トップレベルでは日本人のプロ奏者
と比べても引けを取らないまでに成
長している。

　鼓童といえば大太鼓や鍛え上げら
れた肉体というイメージが一般的。
しかし鼓童を他の太鼓グループと決
定的に分けたのは、彼らと関わった
文化人達の存在だと私は思う。初期
には民俗学者の宮本常一さんや永六
輔さんなど時代を代表する人々が鼓
童を支え、野生的でありながら知性
的な独自の世界観の形成に大きな影
響を与えた。そして今、鼓童をさら
なる成長に導こうとしているのが玉
三郎さん。それまでとは大きく転換
し、一つ一つの所作、音、演出の作
り込みが格段に精緻になり、作品
テーマについて考える楽しみを与え
てくれるようになった。派手な演出
などの容易な進化ではなく、より困
難な地殻変動のように深化を進める
道を選んでいる事に、この業界に関
わる者として期待と畏敬の念を抱か
ずにはいられない。太鼓というシン
プルな楽器の持つ可能性はまだまだ
尽きそうにない。メーカーとして演
奏者達の期待に応えるモノづくりに
励みたい。

宮本芳彦
宮本卯之助商店 代表取締役社長

1975 年東京浅草生まれ。大学卒業後、
イギリスに留学。修士号を取得。帰国
後、家業である御神輿や祭礼山車・
民族芸能太鼓、能楽雅楽器、祭礼具
の製造販売を行う株式会社 宮本卯
之助商店に入社。2010 年、代表取締
役社長に就任。14 年和太鼓スクール
HIBIKUS YOKOHAMA 開設。米国子会社 
MIYAMOTO UNOSUKE LLC ／ kaDON（カ
ドン）設立。
※P.9鼓童公演「若い夏」も併せてご覧ください。

太鼓の可能性を拓く

特集〈2020年以後〉の舞台芸術
インタビュー青柳正規氏に聞く「文化立国」という展望
座談会Ⅰ　〈二〇二〇年以後〉の創造環境
　　　　　片山正夫×内野儀×長島確×相馬千秋
座談会Ⅱ　劇場テクノロジーの変容
　　　　　服部基×堀内真人×杉山至×中屋敷法仁
座談会Ⅲ　「芸術系大学」が切り拓くもの　鷲田清一×建畠晢×やなぎみわ

伝統演劇はどこに向かっているのか　渡辺保×渡邊守章
特別企画 三代目市川猿之助の世界
ポール・クローデル『繻子の靴』全曲上演にあたって
渡邊守章（聞き手：根岸徹郎）

BOOK 『舞台芸術』20号発売 !

B5判 1500円（税別）
購入は各書店またはAmazonへ
お問合せ：舞台芸術研究センター

舞台芸術研究セン
ター機関誌『舞台芸
術』。毎号、特集を
設け、古今東西のパ
フォーミング・アーツ
を今日的な視点で切り
取り、21世紀におけ
る舞台芸術の新たな
可能性について考察
する書籍です。
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PICK UP

5月11日（木）19:00
　　12日（金）18:30

6月10日（土）16:00春秋座 特設客席 春秋座

ジゼル・ヴィエンヌ
『腹話術師たち、口角泡を飛ばす』

吉田兄弟「三味線だけの世界」

ヨーロッパ演劇界で異彩を放つ
人形と生身のパフォーマンスの共存

世界が認めた超絶技巧 !
三味線だけで魅せる、極上のステージ！！

本音とタテマエがせめぎ合い、
会議はカオスへと沸騰する―。
人形を介し、人間のダークサイドをえぐる衝撃作を次々
に発表。ヨーロッパ演劇界で異彩を放つジゼル・ヴィ
エンヌが、ドイツ屈指の人形劇団「パペットシアター・
ハレ」とかつてない会話劇を生み出しました。驚愕の
テクニックで命を吹き込まれた人形たちが、白昼夢へと
さそいます。

北海道登別出身で共に5歳より三味線を始め、津軽三
味線の全国大会で頭角を現した吉田兄弟。1999 年に
メジャーデビューし、アメリカ、ヨーロッパ、アジアな
ど世界各国で演奏。その実力は世界でも認められ、日
本の伝統芸能の枠を超えたワールドワイドなアーティス
トとして活躍しています。三味線二丁だけで演奏する
兄弟の類まれな感性と超絶技巧のテクニックは圧巻！　
いよいよ春秋座の舞台で渾身の演奏を披露します。

【整理番号付自由席・発売中】

【全席指定・発売中】

　 　 　 　

一般 4000 円　友の会 3500 円　学生・ユース2500 円
瓜生山学園生 2000 円
※一部刺激の強い表現があります（12 歳以上推奨）。

5月春秋座現代演劇お得なセット券
木ノ下歌舞伎『東海道四谷怪談─通し上演─』5月21日（日） とのお得
なセット券です。2演目一般 8000 円のところ、7200 円でご覧いただけ
ます。ご予約は、京都芸術劇場チケットセンター、オンラインまで。

一般 5500 円　友の会 5000 円
学生&ユース席 3000 円（座席範囲指定あり）
※未就学児童の入場はご遠慮下さい。

構成・演出：ジゼル・ヴィエンヌ
作：デニス・クーパー（出演者との共作）
英語上演／日本語字幕

出演：吉田兄弟（吉田良一郎・吉田健一）
曲目：「風翔音（Fusion）」 「百花繚乱」 「Panorama」
 　　　「津軽じょんがら節」ほか
※変更する場合がございますので、あらかじめご了承下さい。

Estelle Hanania

　 　 　 　 　 　



94–7月スケジュール

April–July Schedule  

6月11日（日）14:00 7月2日（日）13:00 春秋座春秋座

鼓童「若い夏」「猿翁アーカイブにみる
三代目市川猿之助の世界」第二回フォーラム

鼓童と迎える熱い夏─。映像で振り返る復活狂言『獨
ひ と り た び ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

道中五十三驛』と
三代目猿之助クリエイションの現場

昨年創立 35 周年を迎えた鼓童が、原点に立ち返る新作
『若い夏』を始動させました。往年の名曲と共に、素
朴さの中にも力強く躍動感あふれる演奏で、郷愁を誘
う日本の原風景を雄大かつ繊細に表現します。
2016 年に浅草公会堂で初演を迎えた本公演が 2017
年夏、演奏者と曲目を新たに、ワン・アース・ツアー
とはひと味違う新しい風「若い夏」を全国に先駆けて
春秋座より発進していきます。

三代目市川猿之助（二代目猿翁）さんから京都造形芸
術大学に寄贈いただいた貴重な歌舞伎関係資料をもと
に、三代目猿之助の軌跡をたどるフォーラムの 2回目。
第一部は、三代目が 1981 年に復活させた鶴屋南北原
作『獨道中五十三驛』をテーマに、寄贈資料の中から
デジタル化された映像を上映。第二部は、「クリエイショ
ンの現場」と題し、その創作過程をさぐります。

【全席指定・発売中】
一般 6000 円　友の会 5000 円　学生&ユース3000 円
※未就学児童の入場はご遠慮下さい。

［申込方法］
下記をご参照いただき必要事項を全てご記入の上、往復葉
書にてお申し込みください。
往信表面　〒606‒8271 京都市左京区北白川瓜生山 2‒116　　
　　　　　京都造形芸術大学舞台芸術研究センター宛
往信裏面　①代表者ご氏名（ふりがな）
　　　　　②ご住所（郵便番号含む）
　　　　　③お電話番号（日中の連絡が可能なもの）
　　　　　④参加人数（2名まで）
　　　　　※車椅子をご利用のお客様はその旨をお書きください。
返信表面　お客様のご住所、お名前をご記入ください
返信裏面　白紙

［申込〆切］
2017年6月2日（金）必着
※先着順・定員 500 名
　（定員に達し次第受け付けを終了いたします）

［返　信］
受付完了後、追ってご返信いたします。返信ハガキが入場
証となり、当日の入場時にご提示いただきますので、必ず
ご持参ください。返信ハガキをお持ちでない場合、入場を
お断りする事がございます。予めご了承くださいませ。

出演：太鼓芸能集団 鼓童
山口幹文、齊藤栄一、前田剛史、草洋介、蓑輪真弥、
安藤明子、三浦康暉、鶴見龍馬、渡辺健吾、三浦友恵、
前田順康、吉田航大、山脇千栄

第一部
【映像で振り返る復活狂言『獨道中五十三驛』】
ゲスト：石川耕士（脚本家）

第二部
【三代目猿之助クリエイションの現場】
ゲスト：杵屋東成（長唄唄方）
　　　　杵屋勝禄（長唄三味線方）
聞き手：田口章子
　　　　（京都造形芸術大学教授）

　 　 　 　 　 　

入場料　無料（全席自由）
往復はがきにてお申込み下さい。
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1日（土）～23日（日）

15日（土）15:00

16日（日）18:30

26日（金）11:30

21日（日）11:00

4日（日）14:00

春秋座 春秋座

春秋座

京都造形芸術大学映像ホール
（人間館地下 1階）

春秋座ホワイエ

春秋座

都をどりin 春秋座 木ノ下歌舞伎
『東海道四谷怪談─通し上演─』

木ノ下歌舞伎オープンラボ
第三回「古典のカラダ 現代のカラダ」

桂 米團治
春秋座特別公演

ジゼル・ヴィエンヌ演出作品映像上映+トーク 国際日本文化研究センター創立 30 周年記念イベント

映画『ハッピーアワー』
上映&監督・主演女優トーク

チケットお問合せ先

京都芸術劇場チケットセンター
tel.075‒791‒8240
営業：平日10:00̶17:00・公演開催日
京都造形芸術大学 舞台芸術研究センター
京都芸術劇場春秋座・studio21
606‒8271 京都市左京区北白川瓜生山 2‒116
tel.075‒791‒9207　fax.075‒791‒9438
E-mail. k-pac@kuad.kyoto-art.ac.jp
http://www.k-pac.org

京都芸術劇場友の会 会員募集中！
詳しくはhttp://k-pac.org/?page_id=33

京都芸術劇場 検索

京都芸術劇場チケットセンター　 劇場オンラインチケットストア
イープラス─ http://eplus.jp
チケットぴあ─ http://t.pia.jp tel.0570‒02‒9999
京都、滋賀各大学生協プレイガイド
京都新聞文化センター（京都新聞社 1F）

　　　tel.075‒256‒0007 （窓口のみ 10‒17時※土・日・祝除く）
KBS京都事業部

　　　tel.075‒431‒8300（電話のみ 10‒17時※土・日・祝除く）　 
＊記載のないものについての開場は開演 30分前
＊特に表記のない場合、前売と当日は同じ料金
＊ユースは 25 歳以下対象（一部公演を除く）
＊学生・ユースは要身分証明書提示

今号よりニュースレターが新しくなりました。表裏どちらから
読んでもよく、公演前に読むとより舞台が楽しくなる内容に
なっています！　ぜひご活用ください。〔S〕

カーテンコール

1日 3 回公演　※ 4月10日（月）・17日（月）は休演
1回目 13:00　2 回目 14:45　3 回目 16:30

５月11、12日の『腹話術師たち、口角泡を飛ばす』公演
に先立ち、ジゼル・ヴィエンヌの過去演出作品映像をダイジェ
ストにご紹介します。
トーク出演：橋本裕介
（KYOTO EXPERIMENT／ロームシアター京都 プログラムディレクター）

ゲスト：井上安寿子（京舞井上流舞踊家）
ナビゲーター：木ノ下裕一（木ノ下歌舞伎主宰）

【全席指定・発売中】 【全席指定・発売中】

【全席指定・発売中】

【料　金】無 料（要事前申込み）

【料　金】無 料　予約不要（定員70名・当日先着順）

【全席自由】無 料（要事前申込み　※申込み多数の場合は抽選）

【お問合せ】

【お問合せ】

【主催】公益社団法人京都市観光協会・祇園甲部歌舞会

　劇場HP

　劇場HP

　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

茶券付特等観覧券 4600 円　壱等観覧券 3500 円
京都芸術劇場チケットセンターでのチケットのお取扱はございません。

一般 4000 円　友の会 3500 円　学生&ユース2500 円
高校生以下 1500 円（前売・当日共）、他
当日券：一般、友の会、学生・ユースは 500 円増し
※未就学児童の入場はご遠慮ください。

一般 4500 円　友の会 3500 円
学生＆ユース席 2000 円（座席範囲指定）
※未就学児童の入場はご遠慮ください。

祇園甲部歌舞会 tel.075‒541‒3391

国際日本文化研究センター 研究協力課　国際事業係
tel.075‒335‒2078　fax.075‒335‒2092
E-mail. koenkai@nichibun.ac.jp

特集▶P.2

特集▶P.T2

Newsletter shunjuza/studio2110



4–7月スケジュール

April–July Schedule  
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17日（土）14:00

24日（土）・25日（日）

午前の部 11:00　午後の部 14:30

春秋座

春秋座

響きeyeコンサート

第24回 京都五花街合同公演「都の賑い」

演じるシニア　ワークショップ

2017年度 日本芸能史
「相撲と芸能」「神仏と芸能・芸道」

アクセス
◉ JR・近鉄「京都」駅、京阪「三条」駅、阪急「河原町」駅から
　京都市バス5系統「岩倉」行きに乗車、「上終町京都造形芸大前」下車
　（「京都」駅から約 50 分、「三条」・「河原町」駅から約 30 分）
◉京都市営地下鉄「丸太町」・「北大路」駅（北大路バスターミナル）から
　京都市バス204 系統循環「高野・銀閣寺」行きに乗車、
　「上終町京都造形芸大前」下車（約 15 分）
◉京阪電車「出町柳」駅から叡山電車に乗り換え、「茶山」駅下車、徒歩約 10 分
◉タクシーご利用の場合、「京都」駅から約 30 分。地下鉄「今出川」駅から約 15 分
　（「京都」～「今出川」は地下鉄で約 10 分）
※所要時間はあくまで参考としての標準時間です。天候や交通事情により変わりますのでご注意ください。
※駐車場はございませんので、お車・バイクでのご来場はご遠慮ください。

発行日─2017年4月1日
発行／編集─京都造形芸術大学 舞台芸術研究センター
デザイン…吉羽 一之（Simple Hope Design Room）

京都芸術劇場ニュースレターvol.37
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【全席指定・発売中】

【申し込み方法】

【全席自由・5月1日（月）10:00 発売】

【お問合せ・チケット取扱い】

【チケットのお求め・お問合せ】

【お問合せ・資料請求先】

　 　その他各種プレイガイド

特等席 1万 3000 円（1階全席& 2 階正面全席）
1等席 8000 円（2階バルコニー席）　2等席 6000 円（2階補助席）
京都芸術劇場チケットセンターでのチケットのお取り扱いは、「特等席」
のみとなります。

前　期（全 14回）4月10日（月）～7月17日（月）

後　期（全 14回）9月25日（月）～2018 年 1月22日（月）

毎　回：月曜日　16:30～17:50
受講料各期：1万 5千円
会　場：春秋座　※ 10月2日の回のみ学内他会場で行います。

申込方法：まずは京都藝術学舎へお電話、または窓口にて
受講予約をお願いします。

60 歳以上の一般の方を対象にワークショップ参加者を募
集（選考有）します。2017 年度は複数の講師によるワーク
ショップシリーズに参加していただき、2018 年夏の春秋座
での作品上演を目指します。

毎回、第一線で活躍している専門家を講師にお迎えし、日
本で受け継がれてきた多様な伝統芸能を実演を交えながら
解説していただきます。学習意欲のある方なら、どなたでも
受講いただけます。
前期　相撲と芸能
総　論 諏訪春雄 ［比較芸能史研究］理論
一人角力 大山祇神社（愛媛県）実演
歌舞伎（双蝶々曲輪日記） 田口章子［歌舞伎研究］理論
神事としての相撲 諏訪春雄［比較芸能史研究］理論
相撲甚句 日本相撲甚句会 実演
相撲の伝統 34代 木村庄之助［元・立行司］理論
落　語（花筏） 桂米團治［落語家］実演
浮世絵（相撲絵） 新藤茂［浮世絵研究］理論
狂　言（蚊相撲） 茂山良暢［狂言師］実演
相撲の世界 豪栄道豪太郎［力士］（聞き手 : 田口章子）理論
浪曲（阿武松緑之助）京山幸枝司［浪曲師］・岡本貞子［曲師］実演
常磐津（関取千両幟）常磐津都㐂蔵・常磐津都史［三味線演奏家］実演
神相撲 熊谷房長［八幡古表神社 禰宜（福岡県）］実演
壬生大念佛狂言（餓鬼相撲）　壬生大念佛講　実演
スケジュールは劇場HPをご覧ください。

ワークショップ講師：杉原邦生、他

募集要項は 4月中にHPなどで公開します。

一般 1300 円　小学生以下 700 円
友の会一般 1100 円　友の会小学生以下 500 円
3歳児以下無料　
※座席が必要な場合は小学生同様

京都造形芸術大学 和太鼓教育センター tel.075‒791‒9145

おおきに財団 tel.075‒561‒3901

京都造形芸術大学　京都藝術学舎
〒606-8271 京都市左京区北白川瓜生山2‒116 人間館中2階
tel.075‒791‒9124　fax.075‒791‒9021
受付：月～土曜日／午前10時～午後4時
休日：日曜日・祝日・入学試験実施日・年末・年始
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◉公演情報の詳細はスケジュール一覧〈P.10〉をご覧ください。

2017年 6月4日（日）14:00
会　場：春秋座
第一部　落語会　　桂 佐ん吉　桂 米團治　

第二部　おぺらくご「フィガロの結婚」モーツァルト作曲
　　　　桂 米團治
　　　　演　奏：京都フィルハーモニー室内合奏団
　　　　ソリスト：日紫喜恵美（ソプラノ）　雑賀美可（ソプラノ）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　西村薫（メゾソプラノ）

今
年
で
4
回
目
に
な
る
、春
秋
座
恒
例
「
桂

米
團
治 

春
秋
座
特
別
公
演
」。
1
部
は
上

方
落
語
を
き
っ
ち
り
口
演
す
る
「
落
語
会
」。

2
部
は
お
馴
染
み
に
な
っ
た
「
お
ぺ
ら
く

ご
」
の
上
演
で
す
。
米
團
治
さ
ん
が
管
弦
楽

と
歌
手
と
と
も
に
オ
ペ
ラ
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

し
て
、
分
か
り
や
す
い
落
語
に
仕
立
て
上
げ

ま
す
。
今
回
の
「
お
ぺ
ら
く
ご
」
は
、
初
回

に
好
評
を
博
し
た
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
を

一
新
し
、
さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て

お
届
け
し
ま
す
。
ま
だ
稽
古
に
入
る
前
、
桂

米
團
治
さ
ん
と
第
1
回
目
か
ら
出
演
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
室

内
合
奏
団
の
理
事
長
小
林
明
さ
ん
、
オ
ペ
ラ

歌
手
の
日
紫
喜
恵
美
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
大
い
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桂 

米
團
治

春
秋
座
特
別
公
演



T•3 桂 米團治 春秋座特別公演

小
　
林　

僕
は
、
2

回
目
が
『
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
』
で
、

3

回
目
は
『
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
』
だ
っ
た
の
で
、

本
当
は
次
は
『
魔
笛
』
を
や
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。

米
團
治　
い
や
い
や
（
笑
）、『
魔
笛
』
は
そ
う
と
う
作
り
こ
ま

な
い
と
…
。

小
　
林　
「
フ
ィ
ガ
ロ
」
の
初
演
は
米
團
治
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ

ア
で
20

分
強
ぐ
ら
い
の
落
語
に
し
た
ん
で
す
ね
。

日
紫
喜　
本
当
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
す
ね
。

小
　
林　
『
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
』
の
時
に
は
、
も
っ
と
長

く
な
っ
て
40

分
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。
そ
う
や
っ
て
自
然
と
「
お

ぺ
ら
く
ご
」の
中
身
が
充
実
し
て
き
た
と
。そ
の
中
で
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
の
「
フ
ィ
ガ
ロ
」
を
練
り
直
す
と
い
う
の
が
今
回
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
す
ね
。

米
團
治　
そ
う
で
す
ね
。
初
演
の
時
は
曲
の
順
番
も
変
え
て
し

ま
い
ま
し
た
し
…
。
と
こ
ろ
で
今
回
、
音
楽
の
友
社
の
『
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
』
の
ピ
ア
ノ
ス
コ
ア
を
買
い
に
行
っ
た
ら
無
い
ん

で
す
よ
。
絶
版
な
ん
や
っ
て
。
な
ん
で
で
す
か
？　

あ
れ
に
は

日
本
語
訳
が
付
い
て
い
て
、
日
本
語
で
歌
え
る
唯
一
の
楽
譜

だ
っ
た
ん
で
す
が
。

日
紫
喜　
今
は
ど
こ
の
ホ
ー
ル
で
も
原
語
で
、
イ
タ
リ
ア
語
で

歌
い
ま
す
か
ら
ね
。

米
團
治　
あ
ら
〜
。
で
も
、
日
本
の
お
客
さ
ん
は
原
語
で
は
分

か
ら
な
い
で
し
ょ
？

小
　
林　
字
幕
ス
ー
パ
ー
を
出
し
ま
す
か
ら
ね
。

米
團
治　
字
幕
ス
ー
パ
ー
っ
て
ど
う
で
す
か
？

小
　
林　
置
き
場
所
に
よ
り
ま
す
か
ね
。

日
紫
喜　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
な
ん
か
は
座
席
に
つ
い
て
ま
す

よ
ね
。

米
團
治　
へ
え
〜
。
実
は
文
楽
も
そ
う
な
ん
で
す
よ
。

日
紫
喜　
へ
え
〜
。

米
團
治　
日
本
語
で
す
よ
！　

日
本
語
な
の
に
字
幕
が
出
る
ん

で
す
よ
、最
近
。
僕
、お
か
し
い
な
と
思
う
ん
で
す
。
字
幕
ス
ー

パ
ー
だ
と
太
夫
さ
ん
が
語
る
よ
り
先
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
進
ん
で

し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。
僕
、
舞
台
人
と
し
て
、
噺
家
と
し
て
ね
、

あ
ん
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
字
幕
。

日
紫
喜　
師
匠
の
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
「
お
ぺ
ら
く
ご
」
と

い
う
の
は
、
オ
ペ
ラ
の
美
味
し
い
と
こ
ろ
だ
け
を
ギ
ュ
ッ
と
掴

み
出
し
て
、
お
客
さ
ん
に
日
本
語
で
投
げ
て
下
さ
る
。
そ
れ
は

受
け
止
め
る
側
に
と
っ
て
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
も
う
一
つ
オ
ペ
ラ
の
歌
詞
の
内
容
と
声
を
そ
の
ま

ま
届
け
る
と
い
う
意
味
で
、
日
本
語
で
は
声
が
乗
り
に
く
い
と

い
う
面
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

米
團
治　
歌
詞
が
違
い
ま
す
か
ら
ね
。

日
紫
喜　
は
い
。
で
す
か
ら
イ
タ
リ
ア
語
や
ド
イ
ツ
語
の
響
き

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
字
幕
も
面
白
い

か
と
思
い
ま
す
。

小
　
林　
全
く
オ
ペ
ラ
を
観
た
こ
と
が
無
い
人
は
、
予
備
知
識

を
持
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
か
ら
、僕
は
必
要
や
と
思
い
ま
す
。

問
題
は
訳
し
方
か
な
。

米
團
治　
予
備
知
識
が
無
い
お
客
さ
ん
に
も
、
ポ
ン
と
提
示
し

て
笑
っ
て
、
納
得
し
て
い
た
だ
く
、
と
い
う
の
が
落
語
だ
か
ら
、

そ
の
手
法
を
使
っ
て
演
じ
よ
う
と
い
う
の
が
、「
お
ぺ
ら
く
ご
」

の
一
番
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　

＊

小
　
林　
春
秋
座
で
や
る
と
き
は
基
本
、
師
匠
は
高
座
に
座
っ

て
、ほ
と
ん
ど
全
て
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
だ
か
ら
〝
芝
居
〞

に
は
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
基
本
は
落
語
。
で
、

何
人
か
の
歌
手
の
方
が
出
ま
す
。
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
ね
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
僕
は
『
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
』
が
一
番

面
白
か
っ
た
か
な
あ
。舞
台
の
装
置
も
。高
座
が
セ
リ
で
下
が
っ

て
い
っ
て
ね
。
あ
の
演
出
は
、
誰
も
想
像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
ね
。

日
紫
喜　
あ
れ
は
や
っ
て
い
て
興
奮
し
ま
し
た
ね
。
い
き
な
り

下
か
ら
赤
い
ラ
イ
ト
と
ス
モ
ー
ク
が
出
て
き
て
、
セ
リ
に
落
ち

て
い
く
な
ん
て
ね
。
で
も
、『
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
』

も
良
か
っ
た
な
。
普
通
の
演
出
だ
と
全
員
主
役
み
た
い
な
作
品

で
す
が
、
師
匠
の
演
出
で
は
、
一
人
の
男
の
人
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
て
い
て
、
そ
の
爆
発
の
し
か
た
と
い
う
か
、
切
り
口
が
新

し
く
て
斬
新
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
結
局
、
一
番
の
主
役

は
フ
ェ
ラ
ン
ド
な
ん
で
す
ね
。

米
團
治　

そ
れ
は
ね
、『
狂
言
オ
ペ
ラ
』（
2

0

1

6

年
2

月

全
国
）
を
僕
が
演
出
し
た
時
、
フ
ェ
ラ
ン
ド
役
を
茂
山
宗
彦
さ

ん
が
や
っ
て
、
グ
リ
エ
ル
モ
役
を
弟
の
逸
平
さ
ん
が
や
っ
た
ん

で
す
よ
。こ
れ
は
宗
彦
さ
ん
に
感
謝
せ
な
な
ら
ん
の
や
け
れ
ど
、

撮影：濱屋純一
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お
稽
古
の
最
中
に
宗
彦
さ
ん
の
感
情
が
ど
ん
ど
ん
尖
が
っ
て
い

く
ん
で
す
よ
。「
僕
の
台
本
を
そ
う
い
う
風
に
読
む
か
〜
」
っ

て
意
外
な
方
向
に
進
め
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
あ

る
日
、「
あ
あ
！
！
！
」
っ
て
気
が
つ
い
て
。「
そ
う
い
う
心
に

な
っ
て
い
く
ん
や
。
こ
れ
は
！
」
っ
て
。
僕
は
普
通
に
脚
本
を

書
い
た
け
れ
ど
、
彼
の
演
じ
方
で
、
そ
れ
を
発
見
し
た
ん
で
す
。

「
そ
や
、
そ
こ
を
も
っ
と
際
立
た
せ
た
ら
え
え
」
っ
て
。
そ
れ

で
「
お
ぺ
ら
く
ご
」
を
あ
ん
な
風
に
し
た
ん
で
す
。

日
紫
喜　
観
た
こ
と
が
な
い
切
り
口
で
、
で
も
真
に
迫
っ
て
い

て
。
胸
を
打
た
れ
る
と
い
う
か
、私
は
そ
こ
に
感
動
し
ま
し
た
。

米
團
治　
そ
の
シ
ー
ン
が
で
き
た
と
き
、「
あ
ぁ
、良
か
っ
た
」っ

て
思
っ
て
。
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
脚
本
を

書
い
た
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ダ
・
ポ
ン
テ
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
そ
ん

な
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。
そ
ん
な
風

に
脚
本
や
曲
の
行
間
を
読
み
な
が
ら
、
感
じ
な
が
ら
書
い
て
い

ま
し
た
。

日
紫
喜　
一
方
、『
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
』
は
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
が
主
役
だ
か
ら
、
物
語
が
彼
の
感
情
で
進
ん
で
い
き
ま
す

ね
。

米
團
治　
う
ん
。
で
も
僕
の
中
で
は
、や
は
り
本
当
の
主
役
は
、

騎
士
長
の
娘
で
あ
る
ド
ン
ナ
・
ア
ン
ナ
だ
と
。
ド
ン
ナ
・
ア
ン

ナ
の
復
讐
心
…
、
メ
ラ
メ
ラ
と
燃
え
る
心
を
骨
子
に
し
て
話
を

進
め
て
い
っ
た
ら
成
立
す
る
よ
う
な
気
が
し
た
ん
で
す
。
そ
し

て
実
は
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
対
に
な
る
の
が
、
従
者
の
レ

ポ
レ
ッ
ロ
で
は
な
く
て
ド
ン
ナ
・
ア
ン
ナ
な
ん
や
ろ
な
っ
て
思

う
ん
で
す
よ
。
せ
や
か
ら
、
農
民
の
娘
で
あ
る
ツ
ェ
ル
リ
ー
ナ

と
か
ツ
ェ
ル
リ
ー
ナ
の
婚
約
者
の
マ
ゼ
ッ
ト
の
役
は
、
わ
ざ
と

消
し
た
ん
で
す
。

日
紫
喜　

み
た
い
な
演
出
を
さ
れ
る
の
で
、
今
回
は
、「
フ
ィ

ガ
ロ
」
を
ど
う
切
っ
て
く
れ
る
の
か
楽
し
み
な
ん
で
す
。
ど
こ

に
照
準
を
合
わ
せ
て
、
ど
こ
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
は

る
の
か
っ
て
。

小
　
林　
前
は
入
門
編
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
か
ら
ね
。
も
う

一
つ
掘
り
下
げ
る
と
い
う
か
。

米
團
治　

う
わ
ー
、
ハ
ー
ド
ル
上
が
っ
た
ね
（
笑
）。
お
二
人

は
楽
し
み
や
ろ
う
け
れ
ど
、脚
本
書
く
の
苦
し
い
な
ぁ
…（
笑
）。

ほ
ん
ま
産
み
の
苦
し
み
や
わ
。
で
も
、「
フ
ィ
ガ
ロ
」
の
１
週

間
前
に
僕
、
春
秋
座
で
『
花は

な
い
か
だ筏

』
っ
て
い
う
相
撲
の
ネ
タ
を
や

る
ん
で
す
よ
。
今
年
の
日
本
芸
能
史
の
前
期
の
テ
ー
マ
が
「
相

撲
」だ
そ
う
で
、そ
の
講
義
で
や
る
ん
で
す
。（
 P.11「
日
本
芸
能
史
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）
ど
う
し
よ
、
そ
っ
ち
も
勉
強
せ
な
あ

か
ん
。
実
は
フ
ィ
ガ
ロ
は
相
撲
取
り
だ
っ
た
て
い
う
話
に
し
よ

う
か
な
。

日
紫
喜　

じ
ゃ
あ
、
ス
ザ
ン
ナ
は
相
撲
部
屋
の
女
将
で
す
ね

（
笑
）。

　
　
　
　
　
　

＊

小
　
林　

師
匠
が
「
お
ぺ
ら
く
ご
」
と
し
て
、「
フ
ィ
ガ
ロ
」

を
考
え
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。

米
團
治　
そ
も
そ
も
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
司
会
を

し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
で
も
、
た
だ
曲
を
紹
介
し
て
演
奏
し
て

も
ら
っ
て
る
だ
け
で
は
も
の
足
り
な
い
。
お
客
様
に
も
っ
と
分

か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
じ
て
、
自
分
な
り
の

企
画
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』を
や
っ
て
く
だ
さ
い
っ

て
い
う
企
画
が
く
る
よ
う
に
な
っ
て
、
勉
強
し
て
い
く
と
、
ど

ん
ど
ん
オ
ペ
ラ
が
分
か
っ
て
く
る
。
で
す
が
、「
今
回
は
声
楽

家
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
三
人
で
す
」「
今
日
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
二

人
で
す
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
…
予
算
の
関
係
で
（
笑
）。
そ

う
し
て
、
だ
ん
だ
ん
減
ら
し
て
い
っ
た
ら
、「
あ
れ
、
一
人
で

も
で
き
る
や
ー
ん
」
っ
て
（
笑
）。
そ
れ
で
、
一
人
で
や
る
た

め
の
原
稿
を
書
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、「
お
ぺ
ら
く
ご
」
が

で
き
た
一
番
最
初
で
し
ょ
う
ね
。

小
　
林　
な
る
ほ
ど
。

米
團
治　
で
す
か
ら
、
逆
に
一
旦
、
落
語
ま
で
そ
ぎ
落
と
し
て

か
ら
、
こ
こ
に
ア
リ
ア
が
欲
し
い
な
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
が
欲
し
い

な
と
肉
付
け
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
ま
ず
落
語
に
す
る
。
そ
し

て
後
か
ら
歌
が
入
っ
て
い
く
。だ
か
ら
こ
そ
オ
ペ
ラ
で
は
な
く
、

「
お
ぺ
ら
く
ご
」
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
。

小
　
林　
私
た
ち
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
最
初
は
歌

手
の
方
は
い
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
私
た
ち
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は

高
座
の
後
ろ
に
並
ん
で
演
奏
し
て
。

米
團
治　
学
校
公
演
で
高
校
生
の
前
で
も
や
っ
た
ん
で
す
。「
そ

ん
な
、
小
林
さ
ん
、
高
校
生
で
っ
せ
」「『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』

で
っ
せ
」
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、「
大
丈
夫
で
す
」
っ

て
言
う
か
ら
。そ
れ
で
何
の
解
説
も
な
く
、い
き
な
り
バ
ー
ン
っ

て
や
っ
た
ら
ム
ッ
チ
ヤ
う
け
ま
し
て
。

小
　
林　
そ
の
時
、
高
座
だ
け
は
崩
さ
な
い
で
欲
し
い
と
言
っ

た
ん
で
す
よ
。
歩
き
回
ら
ん
と
い
て
っ
て
。
動
か
ず
に
落
語
の

形
で
や
っ
て
欲
し
い
と
。や
っ
ぱ
り
落
語
家
さ
ん
で
す
か
ら
ね
。

い
く
ら
歌
っ
て
も
構
わ
な
い
け
れ
ど
基
本
は
ね
。

米
團
治　
落
語
の
条
件
は
着
物
を
着
る
こ
と
と
、
座
布
団
か
ら

離
れ
な
い
こ
と
。
そ
れ
以
外
は
自
由
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
あ
ん

な
に
オ
ー
バ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
た
桂
枝
雀
さ
ん
も
、
片

足
だ
け
は
、
つ
ま
先
だ
け
は
野
球
の
ベ
ー
ス
み
た
い
に
座
布
団

に
乗
っ
と
る
と
（
笑
）。
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小
　
林　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
基
本
は
落
語
で
あ
っ
て
、
時
に

は
歌
を
歌
う
か
も
し
れ
な
い
し
、
ピ
ア
ノ
が
流
れ
る
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
落
語
が
基
本
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
な
い
と
、
む

ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

春
秋
座
だ
か
ら
こ
そ
の
「
お
ぺ
ら
く
ご
」

米
團
治　
現
在
の
京
フ
ィ
ル
が
入
り
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
方
々
が

入
っ
た
形
の「
お
ぺ
ら
く
ご
」を
上
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
春
秋
座
さ
ん
か
ら
の
ラ
ブ
コ
ー
ル
で
す
ね
。

小
　
林　
そ
し
て
舞
台
装
置
が
役
割
の
何
割
か
を
占
め
て
い
ま

す
よ
ね
。

米
團
治　
そ
う
で
す
ね
、
か
な
り
の
部
分
を
。
新
し
い
も
の
を

作
る
に
あ
た
っ
て
、
育
て
て
く
だ
さ
る
土
壌
が
春
秋
座
に
は
あ

る
。
そ
れ
が
、
す
ご
く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
に
花
道
も
セ
リ
も
あ
り
ま
す
し
。
京
フ
ィ
ル
さ
ん
に
は
、

今
回
も
回
り
舞
台
で
演
奏
も
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
。

小
　
林　
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
、
も
っ
と
早
く
回
し
て
も
い

い
よ
、
と
い
っ
た
り
し
て
（
笑
）。

米
團
治　
回
っ
て
な
い
と
、
な
ん
か
頼
ん
な
く
な
っ
て
き
た
り

し
て
ね
。『
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
』
の
時
は
序
曲
で
回

さ
ず
に
船
出
の
シ
ー
ン
で
回
し
ま
し
た
ね
。

日
紫
喜　
あ
れ
、
よ
か
っ
た
で
す
ね
！　

素
晴
ら
し
く
決
ま
り

ま
し
た
ね
。

小
　
林　
本
当
に
。
あ
と
春
秋
座
さ
ん
の
機
構
で
使
っ
て
い
な

い
の
は
宙
乗
り
だ
け
で
す
よ
。

米
團
治　
じ
ゃ
あ
、次
、使
い
ま
し
ょ
か
。『
魔
笛
』の
時
に（
笑
）。

ぜ
ひ
、
座
談
会
の
ロ
ン
グ
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
劇
場
H
P
に
て
お
読

み
く
だ
さ
い
。

撮影：濱屋純一

米團治落語の魅力
落語家は個性が大事だと思います。
東西あわせて 800人を超える落語
家が居て、それぞれが一生懸命活動
しております。お客様はその中から
自分の好みの落語家を選んで会に足
を運んでくださるのです。まして古
典落語は、古くからある噺を受け継
いで、同じ噺を皆がやりますから、
「この人の噺が聴きたい」と思って
いただかないといけません。
落語界の先輩がたは、皆それぞれ個
性的です。ネタ数を増やして腕を磨
き続ける人、古典落語に新たな演出
を施したり、新たなギャグを加えた
りする人、古い埋もれた噺を発掘し
復活させる人、新作落語を作り続け
る人、落語以外の活動で個性を発揮
する人など、いろんなタイプの人が
居ます。
我が師匠、五代目桂米團治の個性。
それはやはりあの常人離れした「華」
でしょう。
師匠が登場すると、舞台が一瞬で明
るく華やぎます。照明の数が増えた
のかと勘違いするほど。これは生ま
れ持った才能であり、舞台人にとっ
て非常に重要な能力だと思います。
師匠に入門して、いろんなことを教
わりましたが、この「華」だけは稽
古や努力で体得できるものではあり
ません。私は生涯、師匠の「華」に
憧れ続けるのでしょう。

桂　米輝

平成23年7月、米團治の二番弟子として
入門。今、上方で最も期待される若手の
一人。


